
第３学年「電気の通り道」利用案 

江東区立八名川小学校 黄地 健男 

【学習のねらい】 

  電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があることや電気を通す物と通さない物があ

ることについての見方や考え方をもつ。 

【番組の利用にあたって】 

  第一次で、子ども達にどのようにつなぐと豆電球に明かりがつくか、調べる活動を十

分に行わせる。その後、本番組を視聴し、振り返る。番組の中に、回路の途中にスプー

ンを入れて豆電球に明かりをつける場面がある。これをきっかけに、第二次の学習、「電

気を通すもの・電気を通さないものには、どのようなものがあるのか」について考えさ

せていく。 

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート 

次 時 学習活動 教師の支援 

 

 

 

 

第

一

次 

 

電

気

の

通

り

道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

○明かりのつかない手作り豆電球スタ

ンドの明かりをつける活動を行う。 

・つなぎ方以外に明かりのつかない原因

がいろいろあった。 

・つなぎ方によって、明かりがつくもの

と、つかないものがあった。 

 

 

 

実験１  

○豆電球と乾電池、導線つきソケットを

つないで、豆電球に明かりのつくつな

ぎ方を探す。 

・導線を乾電池の両端につけると明かり

がついた。 

・乾電池から豆電球までの導線が切れて

いると、明かりがつかない。 

 

実験２  

○ソケットを使わないで、豆電球に明か

りのつくつなぎ方を探す。 

・１つの輪になるようにつなげると、ソ

ケットがなくても豆電球に明かりが

ついた。 

・豆電球やソケットの中にも、電気の通

◇ 「豆電球がゆるんでいる」「電池が

切れている」「導線を削り忘れてい

る」など、回路のつなぎ方以外の原

因を確認する。 

 

 

 

 

 

◇電池ボックスを使わないことで、乾電

池の極の違いを意識させる。 

 

◇豆電球に明かりがつくつなぎ方を発

表しながら、プラス極・マイナス極や

ソケットなどの用語を伝える。 

 

■いろいろなかん電池 

 

◇乾電池などが熱くなりやけどをする

ことがあるので、安全に配慮する。 

■まめ電球の中 

■ソケットのしくみ 

◇動画クリップで、豆電球やソケットの

仕組みを視聴し、これらの道具の中に

も電気の通り道があることを確認す

豆電球と乾電池、導線つきソケットをどのようにつけると明かりがつく 
のだろうか。 
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り道があることが分かった。 

 

○どのようにつなぐと豆電球に明かり

がつくのか、きまりを考える。 

 

◆「電気の通り道」番組視聴(10 分) 

・懐中電灯の中にも１つの輪となる電気

の通り道があった。 

・いろいろな物を回路の途中に入れて、

電気が通るか調べたい。 

 

 

 

 

 

実験３  

○乾電池と豆電球の間に、いろいろな物

をつなぎ、電気を通すかどうか調べ

る。 

・鉄、銅、アルミなどの金属は、電気を

通した。 

・木、紙、プラスチックなど金属以外の

ものは、電気を通さない。 

・金属でも、空き缶のように、表面に何

かが塗ってあると電気を通さない。 

○どのようなものが、電気を通したり、

通さなかったりするかきまりを考え

る。 

 

 

 

 

実験４ 

○豆電球を使ったおもちゃを作る。 

・電気が通ったり、通らなかったりする

性質を利用したおもちゃを作ろう。 

 

る。 

 

◇豆電球に明かりがつき、輪のようにな

っている電気の通り道を「回路」とい

うことを伝える。 

◇番組前半は、１次の振り返りとして視

聴させる。後半は、本時の問題づくり

のきっかけとして視聴させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇簡単なテスターを作り、それを使うと

簡単に調べられることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習したことを活用し、工夫したおも

ちゃ作りを行わせる。 

 

 

 乾電池のプラス極とマイナス極に導線をつなぎ、電気の通り道を１つの 
 輪のようにすると豆電球に明かりがつく回路となる。 

どのようなものが電気を通したり、通さなかったりするのだろうか。 

 鉄、銅、アルミニウムなどの金属は、電気を通す。また、木、紙、プラ 
スチックなど金属でないものは、電気を通さない。 
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